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■救急出動件数と火災発生件数の推移
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2.むらづくりの基本柱

基本柱❶ 安全・安心・環境

むらづくりの基本柱は、第１章に掲げる「これからのむらづくりの姿勢」を踏まえな
がら、むらの将来像を実現するためのテーマ別の基本方向を示し、次の６つの基本柱
に基づき、むらづくりを進めます。

地震や風水害から身を守り、安全で安心して暮らせることが村民の
願いです。そのためには、日頃から、地域の村民が互いに声をかけ合い、
協力し合うことによって、安全で安心して暮らすことのできるむらづく
りをめざします。
本村は、本村域の約90％を山林や農地が占めるなど豊かな自然環境

を有しています。これらの恵まれた環境と共生し、次世代に継承できる
よう保全・活用を図り、自然環境と人に優しいむらづくりをめざします。

～豊かな自然と共生し やすらぎのある暮らしを育む むらづくり～

◆防災については、災害や事故の未然防止、大雨による被害など様々な災害への的確

な対応が必要です。特に、本村は本村域の約90％を山林や農地が占めており、また

急傾斜地も多くあることから自然災害などが発生する危険性が高く、山間部などに

家屋が散在しています。そのため村民一人ひとりの判断力を高めるとともに組織の

強化や地域の防災力の向上、さらに適切な情報の確保や伝達などの手段を備える

など、あらゆる災害から生命、財産を守るための防災対策や、災害を最小限に抑える

減災対策に取り組み、村民と行政が一丸となった災害に強いむらづくりを進めます。

また、河川の改修や渓流の保全、砂防施設などの計画的な整備を関係機関に働き

かけるとともに、自然の広域的な防災機能を有する山林の適切な管理を進めます。

◆防犯については、犯罪のない安全なむらの維持が大切です。本村では、地域のつなが

りや“互いに顔が見える”生活環境にあることから、これらの本村の特長を生かしな

がら、村民と行政が連携し、防犯意識の啓発を進めます。

◆消防・救急については、富田林市や消防団との連携を図り、消防や救急の体制を充実

します。

◆水の供給については、金剛山系の自然の恵みを生かしながら水源の確保や水道施設

の整備・補強により安全で安心な水の安定供給を推進します。

◆ごみについては、排出抑制、分別、再利用、再資源化などを啓発するとともに村民、事

業者、行政の協働によりごみの減量化を図り、持続可能な循環型社会※の形成を進

めます。

◆生活排水については、計画的な下水道整備などや施設の維持管理を図るとともに水

洗化を促進し、生活排水環境の改善を進めます。

◆自然環境については、地域、家庭、学校、事業所と連携し、生活に身近な自然環境に

対する意識の啓発や環境汚染の防止を図るとともに、関係機関との連携の強化を進

めます。また、金剛山系の自然環境の保全を推進し、“澄みきったきれいな空気”が体

感できる、こころやすらぐ美しいむらづくりを進めます。さらに、本村は、水源に位置

する自治体としての責務を村民自ら自覚するとともに子どもや村外への意識の啓発

に努めます。


















































































